
令和３年度 第４回大潟区地域協議会次第 

 

日時 令和 3年 8月 19日（木）午後 6時 00分から 

会場 大潟コミュニティプラザ 2階 大会議室 

 

 

 

１ 開会 

 

 

 

２ 会長あいさつ 

 

 

 

３ 協議事項 

 

（１） 令和 3 年度地域活動支援事業（大潟区）【追加募集分】提案事業のプレゼンテー   

ション・審査について                   …資料№1、№2 

 

 

（２）令和 3 年地域活動支援事業（大潟区）【追加募集分】提案事業の採択・補助額に    

ついて                          …当日配布資料 

 

４ その他 

 

 

 

５ 閉会 



プレ
ゼン
順

提案
事業
№

事業名 提案者 時間

1 1
『大潟の食と郷土料理』レシピ集作
成事業

大潟の子どもを育てる会 18:05～18:20

2 2
災害等避難時支援「安否確認タオ
ル」活用事業

上越市防災士会大潟支部 18:20～18:35

3 3
作物の栽培を通して、子供と地域を
つなぐ交流事業

大潟町小学校後援会 18:35～18:50

4 4
情報紙等作成機器の整備による市民
活動支援事業

まちづくり大潟 18:50～19:05

5 5
ドローンを使ったプログラム勉強会
事業

まちづくり大潟 19:05～19:20

令和３年度地域活動支援事業(大潟区)【追加募集分】採択審査プレゼンテーション順番表



提案
事業
№

事業名称
提案者
氏　 名

（団体名）
質問事項等

1
『大潟の食と郷土料理』レシ
ピ集作成事業

大潟の子どもを
育てる会

・前回の冊子の続編ということであるが、前回掲載されなかった料
理の冊子を作るということか。前回の冊子から抜粋して、パンフ
レット的なものを作成するということはできないのか。

・３月納品予定だが、学校や希望者に配布するのは４月以降なの
か。希望者が多くなった場合はどうするのか。また、周知方法は。

・前回と同じページ数の冊子だが、金額が高くなったのはなぜか。

・前回の冊子の配布先、配布状況はどうであったか。

・前回の冊子とセットとという考えか。

2
災害等避難時支援「安否確
認タオル」活用事業

上越市防災士会
大潟支部

・他に丈夫な素材等があると思うが、タオルにこだわる理由はな
にか。また、タオルには掲出しやすいような紐がついていたり、穴
がついているのか。

・国、県、上越市として色は統一されているのか。

・どのような災害を想定しているのか。有効性はどうか。有効性を
検証された例はあるか。

・上越市（上越市防災士会）として統一を図る必要はないのか。大
潟区で先走ってしまっていいのか。

・使い方等の印刷物は、避難レベルが変更された場合どうするの
か。

・必要時にすぐに使えるように、包装を使いやすいケースなどにす
る考えはないか。

・大潟区民からの要望があったのか。

・町内会長協議会に事前協議をしているか。

・今後世帯数が増えた場合は、防災士会、町内会のどちらが負担
するのか。

・アパートの場合、退去時に返却しないケースもある。予定数で足
りるのか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和３年度地域活動支援事業（大潟区）【追加募集分】質問事項一覧表

　 裏面あり



提案
事業
№

事業名称
提案者
氏　 名

（団体名）
質問事項等

3
作物の栽培を通して、子供
と地域をつなぐ交流事業

大潟町小学校
後援会

・耕運機は体力、草払機は経験が必要であるが、どのように考え
ているか。誰が使うかにもよるが、耕運機はもっと小型の機種の
購入する考えはないか。

・後援会は、会費を徴収している。自主財源を活用して、補助希
望額を減額することはできないのか。

・細かい消耗品については、地域活動支援事業での購入した旨を
記載していただけるのか。

・耕作面積は、どの程度であるか。

・草払機は、背負式の高額なものが必要なのか。

・背負式の草払機は危険であると思うが、どう考えるか。

・これまでの耕運は、誰がどのように行っていたのか。

・後援会として、これまでの備品も含め管理していけるのか。

4
情報紙等作成機器の整備
による市民活動支援事業

まちづくり大潟

・現在の紙折り機の不具合はどの程度か。

・ＬＦ-Ｓ６７０とＬＦ-Ｓ６２０とでは、折り方の種類に大差はないが、
金額にかなり差がある。ＬＦ-Ｓ６７０を選ぶ理由はなにか。

・処分費がかかるが、欲しい団体等はないのか。

5
ドローンを使ったプログラム
勉強会事業

まちづくり大潟

・小学生のニーズはあるのか。また、希望する声があったのか。

・今年度は、応募状況により複数回実施となっているが、次年度
以降も定期的な開催を期待する。開催予定はあるのか。

・「事業の目的、期待する効果」について、教育的目的の視点から
再度説明いただきたい。

・興味のある中高生や一般の方向けの勉強の場は作れないか。

・「小学生のためのドローンプログラム」の実施後、まちづくり大潟
主催以外で実践する場はあるのか。



① ② ③ ④ ⑤

公益性 必要性 実現性 参加性 発展性

1
『大潟の食と郷土料理』レシ
ピ集作成事業

大潟の子どもを育てる会 2 990 990 14 13 13 優先 49 46 43 40 42 220 24 0 16.33

2
災害等避難時支援「安否確
認タオル」活用事業

上越市防災士会大潟支部 1 747 746 14 11 11 優先 45 37 34 41 36 193 24 0 14.08

3
作物の栽培を通して、子供
と地域をつなぐ交流事業

大潟町小学校後援会 1 404 403 14 9 9 優先 27 22 27 20 25 121 19 0 8.50

4
情報紙等作成機器の整備
による市民活動支援事業

まちづくり大潟 3 586 585 14 14 14 優先 57 52 53 49 46 257 25 9 18.58

5
ドローンを使ったプログラム
勉強会事業

まちづくり大潟 1 321 320 14 11 11 優先 36 35 37 37 38 183 25 0 13.17

3,048 3,044 - - - - - - - - - - - - -

平均点計 最高点 最低点

採
択
方
針
の

事
業
区
分

計

基
本
審
査
適
合
（人）

補助
希望額
（円）

提
案
事
業
№

事業名

令和3年度地域活動支援事業（大潟区）【追加募集分】採択審査結果

提案者
提案
回数

事業費
（円）

採点結果

審
査
員
数
（人）

採点項目

採点結果

採
択
方
針
適
合
（人）



4
情報紙等作成機器の整備による市
民活動支援事業

まちづくり大潟 3 586 585 0 585 14 14 14 優先 18.58 採択 2,580

1
『大潟の食と郷土料理』レシピ集作
成事業

大潟の子どもを
育てる会

2 990 990 0 990 14 13 13 優先 16.33 採択 1,590

2
災害等避難時支援「安否確認タオ
ル」活用事業

上越市防災士会
大潟支部

1 747 746 0 746 14 11 11 優先 14.08 採択 844

5
ドローンを使ったプログラム勉強会
事業

まちづくり大潟 1 321 320 0 320 14 11 11 優先 13.17 採択 524

3
作物の栽培を通して、子供と地域を
つなぐ交流事業

大潟町小学校後
援会

1 404 403 △ 403 0 14 9 9 優先 8.50 不採択 524

3,048 3,044 △ 403 2,641

令和3年度地域活動支援事業（大潟区）【追加募集分】採択・補助額（案）

提案者
提案
回数

事業費

補助
希望額

(a)

審査
結果

配分額
残額

採
択
方
針
の

事
業
区
分

（単位：千円）

提
案
事
業
№

事業名

計

決定
補助額
（案）
(a-b)

審
査
員
数

（人）

基
本
審
査
適
合

（人）

採点結果
採
択
方
針
適
合

（人）

平均点

調整額
（案）

(b)



1
『大潟の食と郷土料理』レシピ
集作成事業

大潟の子どもを
育てる会

2 990 990

2
災害等避難時支援「安否確認
タオル」活用事業

上越市防災士会
大潟支部

1 747 746

4
情報紙等作成機器の整備に
よる市民活動支援事業

まちづくり大潟 3 586 585

5
ドローンを使ったプログラム勉
強会事業

まちづくり大潟 1 321 320

2,644 2,641

令和３年度地域活動支援事業（大潟区）【追加募集分】特記事項（案）

計

資料№3-3
第4回大潟区地域協議会
令和3年8月19日（木）

-

補助
額(案） 特記事項

-

-

-

（単位：千円）
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